
常盤 百樹 取 締 役 平成24年６月26日～平成26年６月株主総会日 `

山本 篤 監 査 役 平成23年６月22日～平成27年６月株主総会日 `

青木 章泰 監 査 役 平成23年６月22日～平成27年６月株主総会日 `

森田 浩治 監 査 役 平成23年６月22日～平成27年６月株主総会日 `

^ 社員数（平成25年４月１日現在員）
2¶651人

１ 平成24年度の貸借対照表及び損益計算書の要旨
貸 借 対 照 表 の 要 旨
（平成25年３月31日現在） （単位：百万円）

資 産 の 部 負 債 及 び 純 資 産 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産 54¶699 流 動 負 債 103¶885

固 定 資 産 482¶608 固 定 負 債 152¶485

経 営 安 定 基 金 資 産 420¶108 資 本 金 等 596¶607

利 益 剰 余 金 104¶437

資 産 合 計 957¶416 負債・純資産合計 957¶416

~：１ 有形固定資産の減価償却累計額 613¶359百万円
２ １株当たりの当期純利益 6¶429円87銭

損 益 計 算 書 の 要 旨
（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）

（単位：百万円）

科 目 金 額

営 業 収 益 193¶002

営 業 費 191¶451

営 業 利 益 1¶550

営 業 外 収 益 11¶622

営 業 外 費 用 5¶585

経 常 利 益 7¶587

特 別 利 益 10¶331

特 別 損 失 14¶484

税 引 前 当 期 純 利 益 3¶433

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 217

法 人 税 等 調 整 額 1¶158

当 期 純 利 益 2¶057

~：営業外収益のうち、経営安定基金運用収益9¶781百万円

鉄 道 輸 送 量 の 見 通 し 列 車 の 運 行 量

輸 送 人 員 輸 送 人 キ ロ 列 車 キ ロ

317百万人 9¶054百万人キロ 71百万キロ

~：上記の数値は、経済情勢の動向などにより変動する場合がある。

６ 関係会社一覧（平成25年３月31日現在）

会 社 名 出 資 額 出 資 比 率

Ｊ Ｒ 九 州 メ ン テ ナ ン ス 株 式 会 社 1¶051百万円 100•0％
株 式 会 社 駅 レ ン タ カ ー 九 州 117百万円 61•0％
Ｊ Ｒ 九 州 高 速 船 株 式 会 社 900百万円 100•0％
Ｊ Ｒ 九 州 鉄 道 営 業 株 式 会 社 357百万円 100•0％
Ｊ Ｒ 九 州 バ ス 株 式 会 社 2¶498百万円 100•0％
Ｊ Ｒ 九 州 エ コ ホ ス 株 式 会 社 184百万円 90•0％
九 鉄 工 業 株 式 会 社 703百万円 37•0％
株 式 会 社 ケ イ ・ エ ス ・ ケ イ 335百万円 65•0％
九 州 電 気 シ ス テ ム 株 式 会 社 71百万円 77•3％
三 軌 建 設 株 式 会 社 226百万円 33•4％
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九州旅客鉄道株式会社平成24年度決算等に関する公告

平成 25年８月 30日 福岡県福岡市博多区博多駅前３丁目25番21号
九州旅客鉄道株式会社

代表取締役社長 唐池 恒二

２ 主たる事務所の所在地、ディスクロージャー担当部署及びその電話番号
\ 主たる事務所の所在地 福岡県福岡市博多区博多駅前３丁目25番21号
] ディスクロージャー担当部署 総合企画本部経営企画部
^ 電話番号 092`474`0747

３ 平成25年度の事業計画の概要
当社を取り巻く経営環境は、非常に厳しいものとなっているが、"あるべき姿"である「安全とサー
ビスを基盤として九州、日本、そしてアジアの元気をつくる企業グループ」を目指し、中期経営計
画の目標として掲げた「株式上場の実現」に向け、さまざまな取り組みを強力に推進していく。す
べての事業において安全を基本に、より一層のサービス向上に努め、各事業において積極的な事業
展開を推進し、収益の拡大を図るとともに、より効率的な業務運営と徹底的なコスト削減を推進し、
強固な経営基盤の確立を目指す。

４ 平成24年度の事業報告の概要
当事業年度における我が国の経済は、世界経済の減速や長引くデフレ、個人消費の低迷や厳しい
雇用・所得情勢の影響など、厳しい状況となった。また、昨年７月に発生した九州北部豪雨により、
鉄道施設が甚大な被害を受けるなど、当社を取り巻く経営環境は非常に厳しい状況が続いた。
このような状況のもと、当社はＪＲ九州グループ中期経営計画「つくる2016」（平成24～28年度）
を策定し、「株式上場の実現」を目標に掲げ、すべての事業において安全を基本に、より一層のサー
ビス向上に努め、グループ総合力強化に向けて各事業において積極的な事業展開を推進するととも
に、より効率的な業務運営と徹底的なコスト削減を図り、強固な経営基盤の確立に取り組んだ。
この結果、当事業年度の営業収益は前期比1•2％増の1¶930億02百万円、経常利益は前期比26•2％

減の75億87百万円となった。
５ 国からの出資金及び補助金の額（平成25年度予算）

鉄道防災事業費補助金 85百万円 踏切保安設備整備費補助金 ５百万円 交通施設バリアフ
リー化設備整備費補助金 883百万円 鉄道施設安全対策事業費補助金 280百万円 国宝・重要文
化財建造物保存修理国庫補助事業 185百万円 戦傷病者等無賃乗車船等負担金 ９百万円
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